
 

健友会  各各診診療療所所でで「「小小ささなな被被爆爆写写真真展展」」をを開開くく！！  
 

 

 

 

 

6.5 全国公害被害者総行動デー 6.5 全国公害被害者総行動デー     「「家家族族をを奪奪っったた原原発発  いいままここそそ廃廃炉炉にに！！」」  
 （福島県代表 樽川さん） 6月5

日の全国公害被害者総行動で、福島

で農業を営む樽川さんは原発事故に

より作物が出荷停止になった翌日に

自殺した父親の無念を訴えました。

日比谷公会堂では南葛勤医協の吉澤

理事長が全日本民医連を代表して挨

拶し、大気汚染や水俣病の取り組み

とともに、東海原発臨界事故をテー

マにした本、「朽ちていった命―被

曝治療 83 日間の記録」を紹介して、人類と放射能は共存できないことを訴えました。 

                   

東京ほくと 平平和和学学習習会会「「核核廃廃絶絶にに向向けけててのの展展望望」」をを開開くく！！ 
6/5（火）北とぴああすかホールにてスティーブン・リーパー広島平

和文化センター（原爆資料館）理事長の講演「核廃絶に向けての展望」

が行なわれ参加者は 100 名

でした。現在の反核運動へ

の問題提起「9 条を持つ国

としての責任、若い世代へ

の活動の継承」がされ、会

場からは「戦争文化ではな

く平和の文化を全世界で選択できる展望が見えた。」「核保有国抜き

でも廃絶条約つくることで核はなくせる！」など今後の運動を意識

した発言が数多く出されました。（東京ほくと医療生協 組織部 森松伸治） 
 

 
 

各診療所の待合室のスペースに合わせ、城西診療所、桃井診療所、西荻窪診療所、共立診療所の 

４つの診療所で「小さな被爆写真点と署名のおねがい」の取り組みを行いました。ヒロシマ、ナガサ 

キの被爆写真と昨年９月１９日「さよなら原発集会」（明治公園）、今年の３月１１日の「原発ゼロ集 

会」（井の頭公園）などの写真を展示しました。展示が５月いっぱい行われました。   
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